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データの読み込み
(ROLIN,OPTION,WARPIN,READIN)

初期三次元形状の確認
(INITAL)

各要素の節点番号と全体節点番号との対応関係を定める
(MODLER)

ロールとの接触節点の確認
(INLCHK)

速度境界条件の導入
(BUNSET)

相当ひずみ分布の計算
(INSTR)

マトリックスの作成
(SVEVAL)

開始開始

節点力の計算、荷重・トルクの計算
(BFORCE)

連立一次方程式の求解
(SOLVER)

ノルム比または節点不釣り合い量が十分小さい

流線修正・接触解析
(STREAM)

温度解析
(TEMPCAL’BT’)

データ出力
(PROUT)

定常状態の判別

終了終了

全体剛性マトリックスの作成
(ASMBLY)

温度データの読み込み
(TEMPINP)

温度データの書出し
(TEMPOUT)

温度解析
(TEMPCAL’PS’)

Water cooling zone

Heat conduction and radiation to the air

Heat conduction to coolant

Heat conduction to work roll
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研究背景
圧延加工の３次元FEM解析システム（CORMILL Systeｍ）の開発に関する研究は1990年代初頭から開始され、変形・負荷特性の解明に成果を上げ

てきた。現在は、圧延加工プロセス設計・孔型設計における重要なツールとして広く利用されている。但し、現状では、圧延加工時の塑性変形とともに圧
延材の温度変化に関する数値解析は不可能で、課題として残されている。

本報では、圧延加工時の温度解析に関する理論を示し、変形・温度連成解析を構築した結果を示す。さらに、棒材圧延・H形鋼圧延を例として温度分
布の影響を検討する。

連成解析手法

温度解析手法
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